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等
伯
は
天
文
八
年（
一
五
三
九
）に
能
登
七な

な

尾お

で
生
ま
れ
、
信の

ぶ

春は
る

と
名
乗
り
、
仏
画
を
描
く
絵
仏
師
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
信

春
自
身
も
日
蓮
聖
人
を
宗
祖
と
す
る
法
華
信
徒
で
し
た
。
こ
の

作
品
は
、
釈
迦
如
来
と
釈
迦
の
説
法
を
称た

た

え
法
華
経
の
真
実
を

証
明
す
る
多
宝
如
来
を
描
い
た
も
の
で
、
日
蓮
諸
宗
で
た
い
へ
ん

重
要
な
仏
で
す
。二
仏
と
菩
薩
た
ち
が
金き

ん

泥で
い

に
よ
っ
て
壮
麗
に
装

飾
さ
れ
、
黄
金
に
輝
い
て
い
ま
す
。
仏
た
ち
の
金
色
の
輪
郭
線
や

金
で
塗
り
こ
め
ら
れ
た
衣
は
、
ま
る
で
光
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
。
能
登
に
い
た
こ
ろ
の
等
伯
は
、
こ
の
よ
う
に
繊
細

で
優
美
な
仏
画
を
多
く
描
き
ま
し
た
。 

（
松
嶋
雅
人
）

　

等
伯
は
、
生
家
奥
村
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

七
尾
本ほ

ん

延ね
ん

寺じ

の
本
山
で
あ
る

本ほ
ん

法ぽ
う

寺じ

を
頼
っ
て
上
京
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
図
は
、
画

面
の
署
名
か
ら
、元
亀
三
年（
一
五
七
二
）に
三
十
歳
で
亡
く
な
っ
た

本
法
寺
第
八
世
日
堯
上
人
を
描
い
た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。
病
魔
に

冒
さ
れ
た
や
つ
れ
た
よ
う
な
表
情
は
、
明
る
く
華
麗
な
彩
色
と
対
照

的
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
こ
の
絵
に
は
等
伯
で
は
な
く
信
春
の
署

名
が
あ
り
ま
す
が
、
画
中
に
記
さ
れ
た
年
齢
と
父
の
名
前
が
、
等
伯

の
そ
れ
と
同
じ
こ
と
か
ら
、
信
春
が
等
伯
と
改
名
す
る
以
前
の
名

前
で
あ
っ
た
と
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
十
四
歳
の
作
品
で
、

等
伯
が
京
都
で
活
躍
し
始
め
た
頃
の
作
品
で
す
。 

（
田
沢
裕
賀
）

◎
釈
迦
多
宝
如
来
像  

長
谷
川
等
伯（
信
春
）筆  

室
町
時
代
・
永
禄
7
年（
1
5
6
4
）  

富
山（
高
岡
市
）・
大
法
寺
蔵

重
要
文
化
財　

釈し
ゃ

迦か

多た

宝ほ
う

如に
ょ

来ら
い

像ぞ
う

ま
ば
ゆ
く
輝
く
信
仰
の
絵
画

永
禄
七
年 （
一
五
六
四
）

二
十
六
歳

元
亀
三
年 （
一
五
七
二
）

三
十
四
歳

重
要
文
化
財　

日に
ち

堯ぎ
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

像ぞ
う

「
等
伯・信
春
同
人
説
」の

根
拠
と
な
っ
た
肖
像
画

◎
日
堯
上
人
像  

長
谷
川
等
伯（
信
春
）筆  
室
町
時
代
・
元
亀
3
年（
1
5
7
2
）  

京
都
・
本
法
寺
蔵

二
〇
一
〇
年
二
月
、
長
谷
川
等
伯
の

没
後
四
〇
〇
年
の
節
目
に
、

そ
の
画
業
を
網
羅
す
る
大
回
顧
展
が

い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。

仏
画
、
肖
像
画
、
金き

ん

碧ぺ
き

画が

、
水
墨
画
と

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
作
品
を
の
こ
し
た

等
伯
。
今
号
で
は
年
代
順
に
、

見
ど
こ
ろ
と
な
る
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

関
連
事
業

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
水
墨
画
に
挑
戦
！ 

〜
長
谷
川
等
伯
の
筆
使
い
を
学
ぶ
〜
」

 
 

長
谷
川
等
伯
の
代
表
作「
松
林
図
屛
風
」。
霧
の
な
か
に
浮
か
び
上
が

る
よ
う
に
墨
の
濃
淡
で
描
か
れ
た
松
は
、近
寄
っ
て
み
る
と
硬
い
筆
を

使
っ
て
意
外
に
力
強
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。簡
単
な「
水
墨
画
」を
体

験
し
、等
伯
の
魅
力
に
近
づ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

：

❶
2
月
28
日（
日
）  

10
時
30
分
〜
12
時

 
 

❷
2
月
28
日（
日
）  

14
時
〜
15
時
30
分

講
師

：

川
越
良
昭
氏（
日
本
画
家
）

会
場

：

平
成
館
小
講
堂   

対
象

：

中
学
生
、高
校
生   

定
員

：

各
回
20
名

参
加
費

：

無
料　

締
切

：

❶
❷
と
も
に
2
月
16
日（
火
）必
着

「
屛
風
体
験
〜
松
林
図
屛
風
を
部
屋
に
置
い
て
み
よ
う
〜
」

 
 

屛
風
を
使
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

さ
ま
ざ
ま
な
絵
が
描
か
れ
た
屛

風
は
、大
き
な
空
間
を
仕
切
る
実
用
品
で
も
あ
り
ま
し
た
。現
代
の
生

活
の
な
か
で
、間
仕
切
り
と
し
て
屛
風
を
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
茶
室
・
応
挙
館
で
、「
松
林
図
屛
風
」の
複

製
を
使
っ
て
屛
風
の
あ
る
空
間
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

：

❶
3
月
7
日（
日
）  

11
時
〜
12
時

 
 

❷
3
月
7
日（
日
）  

13
時
〜
14
時

 
 

❸
3
月
7
日（
日
）  

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場

：

応
挙
館　

対
象

：

小
学
生
〜
中
学
生
と
そ
の
ご
家
族　

定
員

：

各
回
10
組　

参
加
費

：

無
料　

締
切

：

❶
❷
❸
い
ず
れ
も
2
月
23
日（
火
）必
着

申
込
方
法

：

往
復
は
が
き
に
、
①
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
②
学

校
名
・
学
年
③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電
話
番
号
・
F
A
X
番
号
⑤
参
加
希

望
の
日
付
と
回
を
明
記
の
上
、左
記
申
込
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
先

：

〒
1
0
6-

8
6
1
1  

東
京
都
港
区
西
麻
布
2-

25-

18 

麻
布
パ

レ
ス
ビ
ル「
長
谷
川
等
伯
」広
報
事
務
局「
水
墨
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」ま
た
は

「
屛
風
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」係

没
後
四
〇
〇
年 

特
別
展 「
長
谷
川
等
伯
」

2
月
23
日（
火
）〜
3
月
22
日（
月
・
休
）  

平
成
館

主
催

：

東
京
国
立
博
物
館
、毎
日
新
聞
社
、
N
H
K
、
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

後
援

：

文
化
庁　

特
別
協
賛

：

大
塚
家
具　

協
賛

：

J
R
東
海
、大
成
建
設
、日
本
写
真
印
刷
、み
ず
ほ
銀
行

観
覧
料
金

：

一
般
1
、5
0
0
円（
1
、3
0
0
円
／
1
、2
0
0
円
）、
大
学
生

1
、2
0
0
円（
1
、0
0
0
円
／
9
0
0
円
）、高
校
生
9
0
0
円（
7
0
0
円
／
6
0
0
円
）

※（　

）内
は
、前
売
／
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。中
学
生
以
下
無
料
。入
館
の
際
、年
齢
の

わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い 

※
障
害
者
と
そ
の
介
護
者
1
名
は
無
料
。入
館
の
際
に
、

障
害
者
手
帳
な
ど
を
ご
提
示
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

：ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

0
3-

5
7
7
7-

8
6
0
0

巡
回
展

：

京
都
国
立
博
物
館 

4
月
10
日（
土
）〜
5
月
9
日（
日
）
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◎
仏
涅
槃
図  

長
谷
川
等
伯
筆  

安
土
桃
山
時
代
・
慶
長
4
年（
1
5
9
9
）  

京
都
・
本
法
寺
蔵

　

天
下
人
豊
臣
秀
吉
は
、
三
歳
で
夭よ

う

折せ
つ

し
た
嫡

ち
ゃ
く

子し

鶴つ
る

松ま
つ

の
菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
た
め
に
祥
雲
寺（
現
在
の
京
都
・
智ち

積し
ゃ
く

院い
ん

）を
建
立
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
等
伯
は
徳
川
家
康
の
い
う「
日
本
第
一
の
寺
」

の
金
碧
障
壁
画
に
揮き

毫ご
う

す
る
機
会
を
手
中
に
し
た
の
で
す
。

　

楓
は
両
腕
を
広
げ
る
よ
う
に
雄
々
し
い
姿
で
描
か
れ
、紅
葉
や

木も
く

犀い

、
鶏け

い

頭と
う

、
萩
、
菊
の
秋
草
は
、
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
鶴
松

を
包
み
込
む
よ
う
に
優
し
く
画
面
を
彩
り
、
巨
大
な
松
の
葉
の

下
に
は
薄す

す
き
、
菊
や
芙ふ

蓉よ
う

の
秋
草
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

秋
草
は
花
を
散
ら
す
こ
と
も
な
く
、
枯
れ
る
こ
と
も
な
い
浄
土
の

世
界
を
華
麗
に
彩
っ
て
い
る
の
で
す
。 

（
松
嶋
雅
人
）

　

こ
の
絵
は
、
墨
の
濃
淡

だ
け
で
風
と
光
の
情
景
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
墨
の
濃
さ
の
加
減
に

よ
っ
て
、
松
の
木
々
の
遠

近
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
画
面
に
近
づ
い
て

み
る
と
、
後
ず
さ
り
す
る

よ
う
な
迫
力
あ
る
筆
づ
か

い
で
す
。
こ
の
荒
々
し
い

筆
づ
か
い
が
、
遠
く
か
ら

み
る
と
松
林
の
う
っ
す
ら

と
浮
か
び
上
が
る
姿
に
み

え
る
の
で
す
。

　

霧
で
湿
っ
た
大
気
の
充

満
す
る
林
の
な
か
を
涼
や

か
な
風
が
通
り
抜
け
て
い

く
よ
う
に
、
絶
妙
な
位
置

に
松
の
木
々
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
の

前
に
立
て
ば
、
ま
る
で
自

分
が
松
林
の
な
か
に
い
る

か
の
よ
う
な
感
覚
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

 

（
松
嶋
雅
人
）

　

仏
弟
子
や
動
物
た
ち
が
集
ま
り
、
釈
迦
の
死
を
嘆
き
悲
し
ん
で

い
ま
す
。
華
や
か
な
唐か

ら

草く
さ

模
様
を
手
で
描
い
た
表
装
を
含
め
れ
ば
、

高
さ
十
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
こ
の
大
涅
槃
図
は
完
成
時
に
宮
中
で

披
露
さ
れ
た
後
、
等
伯
自
身
が
本
法
寺
に
寄
進
し
ま
し
た
。
東
福

寺
の
明み

ん

兆ち
ょ
う
の
作
、
大
徳
寺
の
狩
野
松
栄
の
作
と
と
も
に
三
大
涅
槃

図
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
の
裏
に
は
日
蓮
聖
人
以
下
の
祖
師
た
ち
の
名
、
本
法
寺

開
山
の
日に

っ

親し
ん

上
人
以
下
の
歴
代
住
職
、
等
伯
の
祖
父
母
や
養
父

母
、
そ
し
て
二
十
六
歳
の
若
さ
で
先
立
っ
た
息
子
久き

ゅ
う

蔵ぞ
う

の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
等
伯
の
篤あ

つ

い
信
仰
と
一
族
へ
の
祈
り
が
込
め

ら
れ
た
作
品
と
言
え
ま
す
。 

 

（
松
嶋
雅
人
）

上：◉楓図壁貼付  下：◉松に秋草図屏風
長谷川等伯筆  安土桃山時代・文禄元年（1592）頃  京都・智積院蔵

◉松林図屛風  長谷川等伯筆  安土桃山時代・16世紀

文
禄
元
年 （
一
五
九
二
）

五
十
四
歳
頃

年
代
不
詳

？
歳
頃

慶
長
四
年 （
一
五
九
九
）

六
十
一
歳

国
宝　松

林
図
屛
風

す
べ
て
の
人
を
魅
了
す
る

至
高
の
水
墨
画

国
宝　楓

か
え
で

図ず

壁か
べ

貼は
り

付つ
け

国
宝　松

に
秋
草
図
屛
風

極
楽
往
生
を
願
う
金き

ん

碧ぺ
き

画が

重
要
文
化
財　

仏ぶ
つ

涅ね

槃は
ん

図ず

三
大
涅
槃
図
の
ひ
と
つ

◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。とくに表記のないものは東京国立博物館蔵です。

せ
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桜
花
爛
漫
の
こ
の
季
節
、
上
野
の
山
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
す
が
、

静
か
に
お
花
見
を
楽
し
み
た
い
方
に
は
東
京
国
立
博
物
館
が
最
適

で
す
。
正
門
を
入
る
と
桜
色
の
滝
の
よ
う
な
ヨ
シ
ノ
シ
ダ
レ
が
お

迎
え
し
ま
す
。
本
館
北
側
の
庭
園
に
は
ミ
カ
ド
ヨ
シ
ノ
、
オ
オ
シ

マ
ザ
ク
ラ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
シ
ダ
レ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
桜
が

あ
り
ま
す
。
法
隆
寺
宝
物
館
の
近
く
に
は
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の

花
を
つ
け
る
ギ
ョ
イ
コ
ウ
ザ
ク
ラ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
お
茶
室
や
特

設
の
カ
フ
ェ
で
ひ
と
休
み
の
後
、
ぜ
ひ
本
館
展
示
室
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
桜
を
主
題
に
し
た
作
品
が
咲
き
競
っ
て
い
ま
す
。
日

本
人
が
ど
れ
ほ
ど
桜
に
愛
着
を
持
っ
て
き
た
か
が
伝
わ
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
な
か
で
も
国
宝
の「
花
下
遊
楽
図
屛
風
」は
、
十

七
世
紀
の
花
見
の
宴
の
よ
う
す
を
描
い
た
も
の
。
楽
器
を
奏
で
、

歌
い
、
舞
い
、
傍
ら
で
は
御
膳
の
用
意
を
し
て
い
ま
す
。

　

花
を
愛
で
、
作
品
に
親
し
み
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
神
辺
知
加
）

静
か
な
庭
園
は
も
ち
ろ
ん
、
絵
画
や
工
芸
の
名
作
の

な
か
で
咲
き
競
う
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

色絵桜樹図透鉢  仁阿弥道八作  
江戸時代・19世紀
3月16日（火）～6月13日（日）
本館13室で展示

春の庭園開放は3月13日（土）～4月18日（日）です

本館北側庭園のエドヒガンシダレ

満開のヨシノシダレと東京国立博物館本館

春
爛
漫

春
爛
漫 

桜
ま
つ
り
開
催

桜
ま
つ
り
開
催
！

博
物
館
で
お
花
見
を

3
月
24
日（
水
）〜
4
月
11
日（
日
）
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◉花下遊楽図屛風  狩野長信筆  安土桃山～江戸時代・17世紀
3月24日（水）～ 4月11日（日）  本館2室  国宝室で展示

ボランティアによるガイドツアー 「東博桜めぐり｣
日時： 3月25日（木）、27日（土）、30日（火）
 4月1日（木）、3日（土）、6日（火）、8日（木）、10日（土）、
 13日（火）、15日（木）
 11：00～11：45、14：30～15：15（45分間）
集合： 本館エントランスホール
当館前庭および北側庭園にある桜と桜にちなんだ展示作品の
簡単な解説を行います。
※荒天で庭園開放が中止の場合、庭園内の桜の解説は行いません

応挙館茶会 「花見で一服」
日時： 3月27日（土）、4月4日（日）  12：00～15：00

会場：庭園内茶室　応挙館（直接お越しください）

定員： 先着300名

参加費：500円

庭園内茶室・応挙館で抹茶をお出しいたします。本茶会は特定
流派での実施はいたしません。実施時間内であればいつでもご
参加いただけます。また会席ではなく呈茶式で行います。
※終了時間より前に定員に達した場合は、その時点で茶会も終了となり
ます。また荒天により庭園開放が中止の場合は法隆寺宝物館ラウンジと
なります。あらかじめご了承ください。

このほか、桜をテーマにした作品解説やセミナー、春と桜の名
曲コンサートなどを予定しています。詳細は、本誌4・5月号、お
よび東京国立博物館ホームページなどでお知らせします。

関 連 事 業

飛鳥山花見  勝川春潮筆  江戸時代・18世紀
3月9日（火）～ 4月11日（日）  本館10室で展示

江
戸
・
明
治
の
博
物
図
鑑
に
見
る
桜

シ
リ
ー
ズ「
歴
史
を
伝
え
る
」

特
集
陳
列 「
博
物
図
譜

　
　
　

│
桜
を
中
心
に
│
」 

 　

 

3
月
9
日（
火
）〜
4
月
25
日（
日
）

本
館
16
室　

歴
史
資
料

　

日
本
に
お
け
る
博
物
学
は
、

享
保
年
間（
一
七
一
六
〜
三

五
）に
江
戸
幕
府
が
全
国
的

な
物
産
の
調
査
を
行
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
流
行
し
ま
し

た
。
写
生
に
よ
っ
て
物
の
か
た

ち
を
詳
し
く
記
録
す
る
こ
と

は
、
博
物
学
の
流
行
す
る
以

前
に
も
、
心
覚
え
の
ス
ケ
ッ
チ

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

な
か
に
は
自
然
科
学
へ
の
関

心
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
展

示
で
は
、季
節
に
ち
な
ん
だ
桜

を
中
心
と
し
て
、
博
物
画
の

先
駆
け
と
も
い
え
る
狩
野
探

幽（
一
六
〇
二
〜
七
四
）の
写

生
図
か
ら
、
明
治
時
代
の
実

用
的
な
掛
図
に
い
た
る
ま
で

の
、生
き
生
き
と
し
た
楽
し
い

博
物
図
譜
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。 

（
高
橋
裕
次
）

下：写生帖  円山応挙筆  江戸時代・18世紀
自然観察を重視した応挙は、多くの写生図を残
しています

左：博物図譜  江戸～明治時代・19世紀
この図譜は、他の主要な図譜と共通の素材をも
とにしながら、図の描き方や注記が異なっており、
図譜の制作過程などを考える上で重要な資料の
一つです



 

予
告

　

細
川
氏
の
始
ま
り
は
、
源

み
な
も
と
の

義よ
し

家い
え（
八
幡
太
郎
）の
末
、

足あ
し

利か
が

義よ
し

季す
え

が
三
河
国
額
田
郡
細
川
郷
に
居
を
構
え
た
鎌

倉
時
代
に
遡
り
ま
す（
中
世
細
川
家
）。
室
町
時
代
に
は

足
利
一
門
と
し
て
幕
府
管
領
の
要
職
を
占
め
ま
し
た
が
、

戦
国
の
世
に
な
る
と
傍
流
の
細
川
藤
孝（
幽
斎
）が
頭
角

を
現
し
ま
す（
近
世
細
川
家
の
祖
）。

　

細
川
藤
孝
は
そ
の
子
忠た

だ

興お
き（
三さ

ん

斎さ
い

）と
共
に
、
信
長
・

秀
吉
・
家
康
ら
時
の
権
力
者
と
絶
妙
な
関
係
を
築
き
、

細
川
家
は
後
に
肥
後
熊
本
五
十
四
万
石
の
藩
主
と
し
て

明
治
維
新
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
近
世
細
川
家
は
多
彩
な
人
物
を
輩
出
し
ま
し
た
。

幽
斎
は
古
今
和
歌
集
の
解
釈
な
ど
の
秘
事
を
伝
授
さ
れ

た「
古こ

今き
ん

伝で
ん

授じ
ゅ

」の
歌
人
・
歌
学
者
、
三
斎
は
千

せ
ん
の

利り

休き
ゅ
う
の

茶
を
忠
実
に
受
け
継
ぎ
後
世
に
伝
え
た
数
少
な
い
茶
人

で
し
た
。
忠
興
の
妻
・
玉（
ガ
ラ
シ
ャ
）は
明
智
光
秀
の
娘

と
し
て
生
を
受
け
、後
に
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
人
質
と
な
る
の
を
拒
ん
で
大
坂
玉

造
邸
で
自
害
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肥

後
の
鳳
凰
と
し
て
名
君
の
よ
び
声
高
い
八
代
当
主
重し

げ

賢か
た

は
藩
政
改
革
を
推
進
す
る
一
方
、
学
問
を
重
視
し
、
と

り
わ
け
博
物
学
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
多
く
の
著
作
を

遺
し
て
い
ま
す
。

　

細
川
家
伝
来
の
文
化
財
を
護
り
伝
え
る
た
め
に
永
青

文
庫
を
設
立
し
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
美
術
コ
レ
ク

タ
ー
で
あ
る
護
立
氏
は
近
世
細
川
家
の
十
六
代
、
現
当

主
護も

り

熙ひ
ろ

氏
は
十
八
代
に
あ
た
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
多
士
済
々
の
細
川
家
の
歴
史
を
絵
画
や

文
書
・
歴
史
資
料
か
ら
紹
介
し
、
ま
た
中
世
以
来
の
武

家
に
ふ
さ
わ
し
い
優
れ
た
美
術
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
護
立
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
選
り
抜
き
の
名

品
を
紹
介
し
、
そ
の
鑑
識
眼
と
人
物
像
に
迫
り
ま
す
。

 

（
冨
坂 

賢
）

二
〇
一〇
年
は
、近
世
細
川
家
の
祖
細
川
藤ふ

じ

孝た
か（

幽ゆ
う

斎さ
い

）

没
後
四
百
年
、
そ
し
て
永え

い

青せ
い

文ぶ
ん

庫こ

を
創
設
し
た

十
六
代
当
主
細
川
護も

り

立た
つ

没
後
四
十
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
細
川
家
ゆ
か
り
の
作
品
を

紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
号
で
は
、日
本
の
伝
統
文
化
を
今
に
伝
え
る

細
川
家
の
歴
史
を
彩
る
人
々
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

細川藤孝（幽斎）像  田代等甫筆
江戸時代・17世紀  永青文庫蔵
近世細川家の祖。関ヶ原の戦いの前哨戦で
は、石田三成の軍に囲まれ窮地に陥ります
が、その死によって「古今伝授」が途絶えるこ
とを恐れた後陽成天皇の異例の勅命によっ
て助けられたというエピソードが残っています
※4月20日（火）～5月9日（日）展示

細川護立氏（細川家16代当主）
禅画、刀剣から中国・アジアの美術工芸、マ
ティスやルノワールなどの洋画までコレクショ
ンの幅の広さと鑑識眼の確かさは当代随一。
横山大観・菱田春草・小林古径など同時代の
画家の活動を支えたことでも知られています

細川忠興（三斎）像  大渕玄弘賛
江戸時代・慶安4年（1651）  永青文庫蔵
利休の弟子の多くが非業の死をとげるな
か、利休の茶の湯の世界を忠実に後世に
伝えた数少ない人物。今日、利休の茶が伝
えられているのは、三斎のおかげといっても
過言ではありません
※4月20日（火）～5月9日（日）展示

ure – The Hosokawa Family Eisei Bunko Collection



記念講演会
4月24日（土） 13：30～15：00
「細川家  美と戦いの700年」
永青文庫理事長 細川家18代当主  
細川護熙氏

会場：平成館大講堂
定員：380名（事前申込制）
聴講無料（ただし特別展「細川家の至宝」の観覧券が必要、
半券でも可）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）・電話番号、「返信用表面」に
郵便番号・住所・氏名を明記の上、下記までお申込
ください。
※1枚のはがきで、2名まで申込可。2名の場合はそれぞれの
氏名をお書きください
申込先：〒116-0013  日本郵便  荒川支店  私書箱
22号「細川家の至宝展  記念講演会」係
申込締切：4月2日（金）必着

特別展 「細川家の至宝  
珠玉の永青文庫コレクション」
４月20日（火）～6月6日（日）  平成館

主催：東京国立博物館、永青文庫、NHK、
NHKプロモーション、朝日新聞社　
協賛：トヨタ自動車、日本写真印刷　
観覧料金：一般1,500円（1,300円／1,200円）、大学生1,200

円（1,000円／900円）、高校生900円（700円／600円）
※（　）内は、前売／20名以上の団体料金。中学生以下無料。入館
の際、年齢のわかるものをご提示ください 

※障害者とその介護者1名は無料。入館の際に、障害者手帳などを
ご提示ください

お問い合わせ：ハローダイヤル  03-5777-8600

巡回展：
京都国立博物館  2011年10月8日（土）～11月23日（水・祝）
九州国立博物館  2012年1月1日（日・祝）～3月4日（日）

7

細川護煕氏
（永青文庫理事長・
細川家18代当主）
©飯島幸永

3月16日（火）～5月9日（日）  平成館 企画展示室

京
国
立
博
物
館
保
存
修
復
課
で
は
、
文
化

遺
産
を
安
全
か
つ
適
切
に
未
来
へ
伝
え
て
い

く
た
め
に
、
作
品
の
展
示
・
収
蔵
環
境
を
調
査
し
つ

つ
、
毎
年
多
く
の
作
品
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
集

陳
列「
東
京
国
立
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
存
と
修

理
」で
は
、
修
理
を
終
え
て
ふ
た
た
び
展
示
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
、一

五
〇
件
近
く
の
作
品
の
本
格
的
な
修
理
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
絵
画
、
書
跡
、
歴
史
資
料
、
工
芸
、
考

古
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野
か
ら
、
選
り
す
ぐ
っ
た
十
九

件
の
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
修
理
後
の
作
品
を
披
露
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
修
理
前
の
損
傷
状
況
や
詳
し
い
修
理

工
程
を
パ
ネ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
こ
れ
ら
の

修
理
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
貴
重
な
情
報
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

通
常
の
展
示
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
保
存
と
修

理
の
世
界
を
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 （
三
笠
景
子
）

東

結った髪や左手、衣装の一部が
破損していました

修理前修理前修理前理前＞＞＞ 制作当初に近い、愛らしい舞女の
俑が再現されただけでなく、専用の
展示台によってより安全な展示が
可能となりました

修理後修理後修理後＞＞＞

加彩舞女  
中国唐時代・
7～8世紀  

広田松繁氏寄贈

●講演会
「文化財と科学をとりもつ仕事」 荒木臣紀（当館環境保存室主任研究員）
日時：4月10日（土） 13：30～15：00　会場：平成館大講堂
定員：380名（先着順）  聴講無料（ただし当日の入館料は必要）

●列品解説
日時：3月16日（火）、30日（火）、4月6日（火）、13日（火）、20日（火）、23日（金）
14：00～14：30　会場：平成館企画展示室
＊3月の解説の詳細は12ページを、4月の解説の詳細は本誌4・5月号をご覧ください

●見学ツアー
“保存と修理の現場へ行こう”
文化財の保存と修理についての解説、および修理室の見学ツアーを
行います。＊詳細は12ページをご覧ください

The Lineage of Cult

展覧会
DATA

関連
事業

関
連
事
業
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も
し
、皆
さ
ん
が
千
本
の
腕
を
持
つ
人ひ

と

形が
た

を
描
く
と
し
た
ら
、

ど
ん
な
姿
を
描
き
ま
す
か
？

　

千
手
観
音
は
、正
式
に
は
千せ

ん

臂ぴ

千せ
ん

眼げ
ん

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

あ
る
い
は

千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
千
本
の
手
と
そ

の
一
々
の
手
の
ひ
ら
に
一
つ
の
眼
を
持
っ
た
観
音
で
す
。普
通
に

考
え
た
ら
と
て
も
異
様
な
姿
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、自
在
に
世

の
中
を
観
察
し
人
々
の
あ
ら
ゆ
る
願
い
に
応
じ
て
救
い
の
手
を

差
し
伸
べ
る
と
さ
れ
る
観
音
菩
薩
へ
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
中

で
、
よ
り
強
い
救
済
力
を
も
っ
た
姿
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

造
形
化
に
あ
た
っ
て
は
、
何
本
か
の
大だ

い

手し
ゅ

と
多
数
の
小

し
ょ
う

手し
ゅ

を

組
み
合
わ
せ
る
形
式
や
、
経
典
に
説
か
れ
る
よ
う
に
四
十
二
本

の
大
手
で
千
手
を
代
表
さ
せ
る
形
式
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
に
よ
る
表
現
様
式
の
違
い
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

国
に
よ
る
違
い
と
し
て
、
中
国
で
は
観
音
像
本
体
を
圧
倒
す
る

よ
う
な
勢
い
で
手
を
強
調
し
た
表
現
を
す
る
場
合
が
多
く
見
ら

れ
る
の
に
対
し
、日
本
で
は
観
音
像
本
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

た
抑
制
の
効
い
た
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
画
像
で
は
左
右
各
二
十
一
本
、
合
計
四
十
二
本
の
大

手
と
そ
の
間
に
遠
目
で
は
見
え
な
い
く
ら
い
の
無
数
の
小
手
を
、

観
音
像
の
鳩み

ぞ

尾お
ち

中
央
あ
た
り
を
中
心
と
し
た
均
整
の
取
れ
た
円

形
の
中
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
た
光
背
の
一
部

が
ふ
っ
く
ら
と
膨
れ
た
、一
種
可
愛
ら
し
い
姿
。
何
事
に
お
い
て

も
優
美
さ
を
追
求
し
た
平
安
後
期
の
宮
廷
貴
族
た
ち
の
造
形
感

覚
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。更
に
眼
を
細
部
に
向
け
て
も
、柔
ら

か
で
繊
細
な
立
体
感
が
表
現
さ
れ
た
手
指
、
着
衣
に
見
ら
れ
る

極
細
の
截き

り

金か
ね

線
に
よ
る
緻
密
で
多
様
な
文
様
や
白
色
に
よ
る
照て

り

暈ぐ
ま（
ハ
イ
ラ
イ
ト
）な
ど
、
や
は
り
平
安
後
期
の
繊
細
優
美
な
感

覚
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、観
音
の
左
側
に
配

さ
れ
た
婆ば

藪す

仙せ
ん

と
右
側
の
功く

徳ど
く

天て
ん

に
は
、
肥ひ

痩そ
う

の
あ
る
描
線
や

動
勢
を
は
ら
ん
だ
着
衣
の
表
現
な
ど
、
鎌
倉
時
代
の
仏
画
へ
と

繫つ
な

が
る
表
現
も
見
ら
れ
、
こ
の
画
像
が
平
安
後
期
も
鎌
倉
時
代

に
よ
り
近
い
時
期
の
作
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま
で
三
年
度
に
わ
た
る
修
理

を
実
施
し
、画
面
が
以
前
よ
り
も
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。今
回

が
修
理
後
最
初
の
展
示
と
な
り
ま
す
。
数
少
な
い
平
安
時
代
の

千
手
観
音
画
像
の
優
品
を
、
是
非
こ
の
機
会
に
細
部
ま
で
じ
っ

く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
沖
松
健
次
郎
）

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内 

2
0
1
0
年
2
月
・
3
月

優
美
で
繊
細
、平
安
後
期
の
美
学
を
感
じ
る
仏
さ
ま

国
宝 

千せ
ん

手じ
ゅ

観か
ん

音の
ん

像ぞ
う

2
月
9
日（
火
）〜
3
月
22
日（
月
・
休
）  

本
館
2
室  

国
宝
室

◉
千
手
観
音
像  

平
安
時
代
・
12
世
紀

修
理
後
初
め
て
の
お
披
露
目
で
す
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王
朝
時
代
の
宮
廷
人
は
、
奥
深
い
宮
殿

の
な
か
で
、
格
調
高
い
調
度
品
に
か
こ
ま
れ
、

色
あ
ざ
や
か
な
服
飾
に
身
を
つ
つ
み
、
優

雅
な
動
作
で
儀
礼
を
繰
り
返
す
日
々
を
お

く
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
宮
廷
儀
礼
に
お
け

る
礼
法
・
建
築
・
服
飾
・
調
度
品
な
ど
に
関

す
る
知
識
を「
有
職
」と
い
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、応
仁
の
乱
を
は
じ
め
と
す
る
争

乱
の
う
ち
に
、
宮
廷
は
荒
廃
し
て
儀
式
も

途
絶
え
が
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
江

　

平
安
時
代
よ
り
、
宮
廷
で
は
大
陸
か
ら

伝
わ
っ
た
雅
楽
が
年
中
行
事
の
折
々
に
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
雅
楽
は
し
ば

し
ば
舞
と
と
も
に
催
さ
れ
、
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
唐と

う

楽が
く

に
は
赤
系
の
装
束
を
用
い
た

左さ

方ほ
う

の
舞
、
朝
鮮
よ
り
伝
わ
っ
た
高こ

麗ま

楽が
く

に
は
緑
系
の
装
束
を
用
い
た
右う

方ほ
う

の
舞
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
ご
紹
介
す
る

納な

曽そ

利り

と
陵

り
ょ
う

王お
う

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
が
い
舞

と
さ
れ
、
同
時
に
演

じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
演
目
で
す
。
舞
楽

の
中
で
も
、
特
に
動

き
の
あ
る
走

は
し
り

舞ま
い

で
、
そ

の
面
と
装
束
に
も
走

舞
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ

ル
が
あ
り
ま
す
。
舞
楽

の
様
子
を
描
い
た
絵

画
や
演
じ
る
様
を
表

し
た
人
形
、
雅
楽
楽

器
な
ど
を
あ
わ
せ
て

紹
介
し
、
宮
廷
で
行

わ
れ
る
舞
楽
の
み
や

び
や
か
な
世
界
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
小
山
弓
弦
葉
）

戸
幕
府
が
開
か
れ
て
平
和
の
気
運
が
み
な

ぎ
る
う
ち
に
、
重
要
な
儀
式
が
再
開
さ
れ
、

伝
統
的
な
形
式
の
宮
殿
が
再
建
さ
れ
、
服

飾
・
調
度
品
も
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
実

現
に
は
有
職
の
貢
献
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
、
昔
の
宮
廷
を
再
現
し
う
る
知
識
と
情

報
が
集
積
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
こ
の
特

集
陳
列
で
は
、
近
世
の
宮
廷
の
復
興
に
お

い
て
、
有
職
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。 
（
猪
熊
兼
樹
）

本
館
特
別
2
室  

企
画
展
示

本
館
9
室  

能
と
歌
舞
伎

宮
廷
に
伝
わ
る
雅
や
か
な
楽
と
舞

特
集
陳
列

「
舞ぶ

楽が
く

装し
ょ
う

束ぞ
く

」

1
月
13
日（
水
）〜
3
月
7
日（
日
）

よ
み
が
え
る
宮
廷

特
集
陳
列

「
有ゆ

う

職そ
く

」

　
　
　
　
　

2
月
3
日（
水
）〜
3
月
28
日（
日
）

飛ひ

香ぎ
ょ
う

舎し
ゃ

調
度
の
う
ち
二
階
棚  

江
戸
時
代
・
19
世
紀

飛
香
舎
は
別
名
を
藤
壺
と
い
い『
源
氏
物
語
』な
ど
の

古
典
で
有
名
な
後
宮
の
御
殿
で
す
。こ
の
二
階
棚
は
、

江
戸
時
代
に
復
興
さ
れ
た
飛
香
舎
で
用
い
ら
れ
た
も

の
で
す

納
な

曽
そ

利
り

裲
りょう

襠
とう

 萌葱地桐唐草に鳳凰丸模様  
江戸時代・19世紀

旧
儀
式
図
画
帖  

明
治
時
代
・
19
〜
20
世
紀

江
戸
末
期
の
宮
廷
に
奉
職
し
た
藤
島
助
順
が
、宮
廷
行
事
を
網

羅
的
に
記
録
し
た
図
画
帖
。こ
れ
は
光
格
上
皇
が
復
興
し
た
修

学
院
離
宮
へ
の
御
幸
の
場
面
で
す

陵
りょう

王
おう

裲
りょう

襠
とう

 雲に龍丸模様  
江戸時代・19世紀
縁取りの絹毛が華やかさをそえる裲襠は、動きのある走舞に特有の装束

　

三
月
三
日
は「
桃
の
節
句
」と
い
い
、
江

戸
時
代
以
降
、
女
子
の
健
や
か
な
成
長
を

祈
っ
て
、
雛ひ

な

人
形
を
飾
る
風
習
が
広
ま
り

ま
し
た
。
は
じ
め
は
紙
で
作
ら
れ
た
簡
素
な

つ
く
り
の
雛
人
形
が
飾
ら
れ
ま
し
た
が
、
時

代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
美
し
い
裂き

れ

で
仕
立
て

ら
れ
た
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
坐

す
わ
り

雛び
な

が
主

流
に
な
り
ま
し
た
。
当
館
に
は
、
江
戸
時
代

中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
生
ま
れ
た
雛
人

形
の
数
々
が
所
蔵
さ
れ
、
毎
年
、
ひ
な
祭
り

の
季
節
に
お
飾
り
し
て
皆
様
と

共
に
桃
の
節
句
を
お
祝
い
い
た

し
ま
す
。関
西
好
み
の
次じ

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

雛び
な

、
関
東
好
み
の
古こ

今き
ん

雛び
な

を

は
じ
め
、牙げ

首く
び

雛び
な

や
由
緒
あ
る
雛

道
具
な
ど
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

赤
子
の
ふ
く
よ
か
で
愛
ら
し
い
姿

を
写
し
た
御
所
人
形
も
、
展
示

室
に
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

本
館
14
室  

工
芸

桃
の
節
句
の
ひ
な
飾
り

特
集
陳
列

「
お
ひ
な
さ
ま
と
人
形
」

2
月
16
日（
火
）〜
3
月
28
日（
日
）

牙首雛 一式  江戸時代・19世紀  三谷てい氏寄贈
象牙で顔や手を彫り、胴部分を木目込みにした精巧な造りにご注目！
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明
治
五
年（
一
八
七
二
）に
創
設
さ
れ
た
博
物
館
は
、

新
国
家
の
近
代
化
の
た
め
の
知
的
資
源
の
供
給
元
と
し

て
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
博
物
館
は
現
物

資
料
の
収
集
と
と
も
に
、
自
然
科
学
や
産
業
技
術
を
伝

え
る
欧
米
の
書
籍
の
収
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に

文
部
省
│
内
務
省
│
農
商
務
省
と
所
管
官
庁
が
変
遷

し
た「
初
期
博
物
館
」と
も
言
う
べ
き
時
代
に
は
、
多
く

の
洋
書
が
博
物
館
の
蔵
書
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

情
報
流
通
網
も
未
整
備
な
こ
の
時
代
に
、
外
国
か
ら

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
四
回
目

と
な
る
黒
田
清
輝
の
特
集
陳
列
で
は
、「
田
園
へ
の

ま
な
ざ
し
」を
テ
ー
マ
に
展
示
を
行
い
ま
す
。「
湖

畔
」な
ど
で
知
ら
れ
る
明
治
大
正
期
の
洋
画
家
黒
田

清
輝
は
、日
本
に
印
象
派
風
の
光
の
表
現
を
も
た
ら

し
ま
し
た
が
、
近
代
化
し
て
い
く
都
市
を
好
ん
で
描

い
た
印
象
派
の
画
家
た
ち
と
は
異
な
り
、田
園
を
愛

し
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
共
感
を
寄
せ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
留
学
中
は
、
パ
リ
郊
外
の
グ
レ
ー
・
シ
ュ
ル
・
ロ
ア

ン
を
中
心
に
描
き
、明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）の

帰
国
後
は
風
景
の
中
に
人
物
群
像
を
配
し
て
抽
象

的
な
概
念
を
表
現
す
る
、
い
わ
ゆ
る「
構
想
画
」の

テ
ー
マ
に
農
耕
作
業
を
選
び
、日
本
の
田
園
を
描
い

て
い
ま
す
。
黒
田
以
前
に
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
を
学
ん
だ

浅
井
忠
の「
春

し
ゅ
ん

畝ぽ

」、
明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）

か
ら
一
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
西
欧
の
田
園
風

景
を
描
い
た
作
品
も
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
両
者

の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
受
容
の
違
い
や
、
田
園
の
と
ら
え

方
な
ど
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

黒
田
記
念
館
で
は
通
常
の
展
示
に
加
え
、
三
月

に
は「
昔
語
り
」の
制
作
過
程
を
跡
づ
け
る
画
像
展

示
を
行
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
黒
田
が
帰
国
後
、
初

め
て
取
り
組
ん
だ
大
作
で
、
木
炭
デ
ッ
サ
ン
、
油
彩

に
よ
る
下
絵
な
ど
を
自
身
が
主
宰
す
る
白
馬
会
の

展
覧
会
に
出
品
し
、
そ
の
制
作
過
程
を
も
日
本
に

紹
介
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
と
と
も

に
、特
殊
撮
影
の
画
像
を
展
示
し
ま
す
。

 
（
山
梨
絵
美
子
）

図
書
を
入
手
す
る
こ

と
は
大
き
な
困
難
が

伴
い
ま
し
た
。
外
国

の
博
物
館
と
の
交
換
、

出
張
す
る
官か

ん

吏り

に
委

託
し
て
の
購
入
、
博

物
館
幹
部
自
身
の

蔵
書
か
ら
の
寄
贈

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ト
を
通
じ
て
収

集
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、

明
治
前
期
に
お
け
る

博
物
館
の
洋
書
収

集
を
通
じ
た
知
識
獲

得
の
努
力
を
、
こ
れ

ら
の
資
料
を
通
し
て

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
田
良
島
哲
）

本
館
16
室  

歴
史
資
料

本
館
18
室  

近
代
美
術

黒
田
清せ

い

輝き

│
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
寄
せ
る
思
い

特
集
陳
列

「
農
村（
田
園
）へ
の
ま
な
ざ
し
」

2
月
23
日（
火
）〜
4
月
4
日（
日
）

近
代
化
を
支
え
た
欧
米
の
書
物

シ
リ
ー
ズ「
歴
史
を
伝
え
る
」

特
集
陳
列

「
東
京
国
立
博
物
館
の

 

洋
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2

│
初
期
博
物
館
の
図
書
収
集
│
」

1
月
19
日（
火
）〜
3
月
7
日（
日
）

右：枯れ野原（グレー）  黒田清輝筆  明治24年（1891）  本館18室で展示
パリ郊外の農村グレー・シュル・ロアンは黒田が好んで訪れた場所です

下：昔語り下絵 構図Ⅱ  黒田清輝筆  明治29年（1896）  黒田記念館で展示
「昔語り」は明治31年（1898）に完成しましたが、昭和20年（1945）に戦災により
焼失しました

　

東
京
国
立
博
物
館
で
は
、
地
方
の
博
物
館
と
考
古
資

料
相
互
活
用
促
進
事
業
を
毎
年
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
か
ら
借
用
し
た

埼
玉
県
寿
能
泥
炭
層
遺
跡
出
土
資
料
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
遺
跡
は
、
低
湿
地
性
で
あ
っ
た
た
め
に
豊
富
な
木

製
品
や
漆
製
品
、
植

生
な
ど
の
環
境
復
元

に
有
益
な
自
然
遺
物

が
得
ら
れ
た
こ
と
で

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
出
土
資
料
の

中
か
ら
木
製
品
で
は

丸
木
弓
、
漆
製
品
で

は
鉢
や
杓
子
の
他
に
、

櫛
や
飾
り
弓
を
中

心
に
展
示
し
て
、
縄

文
時
代
の
優
れ
た

木
工
技
術
の
一
端
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

（
品
川
欣
也
）

平
成
館  

考
古
展
示
室

縄
文
時
代
の
卓
越
し
た
木
工
技
術

考
古
相
互
貸
借
事
業
･
テ
ー
マ
展
示

「
埼
玉
県
寿じ

ゅ

能の
う

泥で
い

炭た
ん

層そ
う

遺
跡

出
土
の
木
製
品
と
漆
製
品
」

12
月
8
日（
火
）〜
3
月
7
日（
日
）

飾り弓残欠  埼玉県さいたま市大宮区寿能泥炭層遺跡出土  縄文時代（後期）・紀元
前2000～紀元前1000年  埼玉県教育委員会蔵
漆で美しく装飾された弓。縄文人の木工技術の高さを今に伝える貴重な遺物です

『
建
築
計
画
図
集
』  

K
・
F
・
シ
ン
ケ
ル
著  

1
8
7
3
年

ド
イ
ツ
の
新
古
典
主
義
建
築
を
代
表
す
る

シ
ン
ケ
ル
の
計
画
図
を
集
成
し
た
も
の
。

こ
れ
は
1
8
3
0
年
に
開
館
し
た「
旧
博

物
館
」（A

ltes M
useum

）の
図
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古
代
日
本
の
仏
像
の
様
式

重
文  

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

通
年
展
示

修
理
後
の
初
公
開

重
文  

愛あ
い

染ぜ
ん

明み
ょ
う

王お
う

坐ざ

像ぞ
う

3
月
16
日（
火
）〜
7
月
4
日（
日
）

華
や
か
な
逆さ

か

丁ち
ょ
う

子じ

刃ば

重
文  

短
刀  

  

銘 

備び
っ

中ち
ゅ
う

国の
く
に

住じ
ゅ
う

次つ
ぐ

直な
お

作さ
く  

　

 

延
文
三
年
十
一
月
日

12
月
8
日（
火
）〜
3
月
14
日（
日
）

平
安
貴
族
の
書
風
を
伝
え
る

重
文  

書
状 

　
　

慶よ
し

滋し
げ
の

保や
す

胤た
ね

筆

1
月
26
日（
火
）〜
3
月
7
日（
日
）

広ひ
ろ

田た

松ま
つ

繁し
げ

　

中
国
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

 

豆と
う

彩さ
い

束そ
く

蓮れ
ん

文も
ん

鉢は
ち

2
月
6
日（
土
）〜
7
月
25
日（
日
）

　

法ほ
う

隆り
ゅ
う

寺じ

献け
ん

納の
う

宝ほ
う

物も
つ

に
は
七
世
紀
を
中

心
と
す
る
時
期
に
造
ら
れ
た
小
型
の
金
銅

仏（
銅
で
鋳
造
し
、
鍍と

金き
ん

を
施
し
て
仕
上
げ

た
仏
像
）が
四
十
九
件（
五
十
七
体
）あ
り
、

「
四
十
八
体
仏
」と
も
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
大
き
さ
か
ら
見
て
も
、
そ
の
多

く
が
個
人
的
な
礼ら

い

拝は
い

像ぞ
う

と
し
て
造
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
像
に
見
ら
れ
る
様

式
は
多
彩
で
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
め

に
か
け
て
日
本
で
展
開
す
る
仏
像
様
式
が

ほ
と
ん
ど
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
古
代
の
仏
像

の
も
つ
豊
か
な
造
形
世
界
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。 

（
岩
佐
光
晴
）

　

愛
染
明
王
は
、
か
ら
だ
は
赤
く
、
牙
を

出
す
怒
り
の
表
情
を
示
し
、
獅
子
の
冠
を

か
ぶ
り
ま
す
。
弓
と
矢
を
持
つ
点
が
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
と
共
通
し
ま
す
。
恋
愛
の
成
就
な
ど

情
愛
に
関
わ
る
こ
と
、怨
敵
を
倒
す
こ
と
な

ど
を
こ
の
明
王
に
祈
り
ま
し
た
。
さ
て
、
こ

の
像
は
、像
や
厨ず

子し

の
内
壁
な
ど
に
ほ
ど
こ

さ
れ
た
彩
色
が
色
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
る

点
が
大
き
な
見
ど
こ
ろ
で
す
。
そ
の
色
の
一

部
が
剝
が
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
修
理
を
実

施
。
同
時
に
別
保
管
し
て
い
た
大
量
の
垂

飾
を
洗
浄
し
、
着
脱
を
容
易
に
し
ま
し
た
。

ま
る
で
完
成
し
た
ば
か
り
の
よ
う
な
き
ら
び

や
か
な
荘
厳
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

 

（
浅
見
龍
介
）

　

広
め
の
身
幅
に
反
り
が
わ
ず
か
に
つ
い

た
姿
、
板
目
の
冴
え
た
地じ

鉄が
ね

、
揺
ら
め
く
焰

の
よ
う
な
動
き
の
あ
る
、
激
し
く
華
や
か
な

逆さ
か

丁ち
ょ
う

子じ

（
丁
子
形
の
刃
文
が
鋒

き
っ
さ
き

に
向
か
っ

て
斜
め
に
な
っ
て
い
る
も
の
）の
乱
れ
刃
が

み
ど
こ
ろ
で
す
。

　

備
中
国
は
か
つ
て
備
前
、
備
後
と
と
も

に
吉
備
国
の
一
部
で
、
現
在
の
岡
山
県
倉

敷
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。
吉
備
国
は「
真ま

金が
ね

吹
く（
＝
鉄
を
精
錬
す
る
）き
び
の
中
山
」と

古
今
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
古
来
鉄

の
生
産
地
と
し
て
名
高
く
、
平
安
時
代
以

降
も
名
工
、
名
刀
を
輩
出
し
ま
し
た
。
次
直

は
南
北
朝
時
代
の
備
中
青
江
派
を
代
表
す

る
刀
工
で
、
そ
の
履
歴
は
不
詳
で
す
が
、
暦

応
か
ら
延
文
年
間
の
作
品
が
伝
わ
り
、
な

か
ん
ず
く
本
作
は
同
工
の
代
表
作
で
す
。

 

（
立
道
惠
子
）

　

慶
滋
保
胤
は
平
安
時
代
中
期
の
貴
族
で

文
章
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
。
こ
の
書

状
は
、彼
の
自
筆
と
し
て
残
さ
れ
た
唯
一
の

も
の
で
す
。
部
分
的
に
文
字
が
欠
け
、
宛
名

も
な
く
詳
し
い
内
容
は
不
明
で
す
が
、
用

い
ら
れ
て
い
る
表
現
か
ら
、目
上
の
人
物
に

対
し
自
ら
が
写
経
の
校
訂
を
行
う
た
め
に

経
巻
を
借
用
し
た
い
と
依
頼
し
て
い
る
手

紙
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
代
屈
指
の
学
者
で

あ
っ
た
保
胤
の
性
格
を
表
し
た
様
な
謹
巌

な
書
風
で
一
文
字
ず
つ
記
さ
れ
て
お
り
、
格

調
高
い
雰
囲
気
が
感
じ
取
れ
ま
す
。
ま
た

文
字
は
当
時
流
行
し
た
和
様
体
の
雰
囲
気

を
残
し
、
貴
族
文
化
を
今
に
伝
え
て
い
る

作
品
で
す
。 

（
高
梨
真
行
）

　

東
京
国
立
博
物
館
の
東
洋
部
門
の
展
示

は
、
い
く
つ
か
の
寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
横よ

こ

河か
わ

民た
み

輔す
け

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
と
も
に
当
館
の
中
国
陶
磁
の
収

蔵
品
の
中
核
を
な
す
広
田
松
繁
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
広
田
松
繁
氏

（
一
八
九
七
〜
一
九
七
三
）は
十
二
歳
よ
り

古
美
術
商
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
鑑
賞
陶

器
と
よ
ば
れ
る
分
野
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
隠
退
後
は
不ふ

っ

孤こ

斎さ
い

と
号
し
ま

し
た
。
氏
か
ら
御
寄
贈
を
受
け
た
中
国
陶

磁
を
中
心
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
百
九
十

六
点
は
、
鋭
い
鑑
識
眼
に
よ
っ
て
精
選
を

経
た
個
性
的
な
内
容
に
よ
っ
て
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

（
今
井 

敦
）

法
隆
寺
宝
物
館
第
2
室  
金
銅
仏

本
館
11
室  

彫
刻

本
館
13
室  

刀
剣

本
館
3
室  

宮
廷
の
美
術

表
慶
館
第
2
室  

中
国
陶
磁

◎愛染明王坐像（右）と厨子（左）  鎌倉時代・13～14世紀
愛染明王の背後の壁には水牛に乗る焰魔天が描かれています

◎書状  慶滋保胤筆  平安時代・10世紀
格調高い表現と記された文字と行のバランスから、謹厳な学者の雰囲気
が漂っています

◎
短
刀  

青
江
次
直
作  

銘 

備
中
国
住
次
直
作 

延
文
三
年

十
一
月
日  

南
北
朝
時
代
・
延
文
3
年（
1
3
5
8
）  

渡
辺

誠
一
郎
氏
寄
贈

奥
州
伊
達
家
に
伝
わ
っ
た
名
品
で
す

◎
観
音
菩
薩
立
像  

飛
鳥
時
代
・
7
世
紀

腰
を
や
や
左
に
捻
っ
て
立
つ
、し
な
や
か
な
姿
が
美
し
い
。

耳
飾
り
な
ど
の
装
身
具
も
華
や
か
で
、中
国
・
初
唐
期
の
仏

像
の
影
響
が
認
め
ら
れ
ま
す

豆
彩
束
蓮
文
鉢  

景
徳
鎮
窯 「
大
清
雍
正
年
製
」銘  

清
時
代
・

雍
正
年
間（
1
7
2
3
〜
1
7
3
5
）  

広
田
松
繁
氏
寄
贈

精
巧
で
格
調
高
い
作
風
を
誇
る
清
朝
官
窯
最
盛
期
の
優
品

で
す
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教育普及
事業!!

列品解説

見学ツアー

東京国立博物館の研究員による展示解説です。

「慈
じ

恵
え

大
だい

師
し

のこと」
2月9日（火）14：00～14：30  本館11室  
講師：鷲塚麻季（教育講座室長）
慈恩大師の偉業と共に、彫像に表された姿をじっくり見てみましょう。

「蒔
まき

絵
え

の制作技法」
2月16日（火）14：00～14：30  本館13室  
講師：河内晋平（列品管理課アソシエイトフェロー）
漆芸作品にみられる蒔絵とはどのような技法なのか、その工程をわかりや
すくお話します。

「獅
し

子
し

鎮
ちん

柄
え

香
ごう

炉
ろ

と塔
とう

鋺
まり

」
2月23日（火）14：00～14：30  法隆寺宝物館第5室  
講師：加島勝（博物館教育課長）
奈良時代のこれらの供養具についてその源流に迫ります。

「東日本の弥生再葬墓」
3月2日（火）14：00～14：30  平成館考古展示室  
講師：品川欣也（工芸・考古室研究員）
東日本の弥生再葬墓について現代の墓制との比較を交えてご紹介します。

「色
いろ

々
いろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

」
3月9日（火）14：00～14：30  本館6室
講師：池田宏（上席研究員）
この具足の伝来や形式についてお話します。

「文化財の公開と保存について」（7ページ参照）

3月16日（火）14：00～14：30  平成館企画展示室  
講師：神庭信幸（保存修復課長）
文化財の公開と保存の大切さについて具体的な例を挙げてお話します。

「草書五言律詩軸の修理」（7ページ参照）

3月30日（火）14：00～14：30  平成館企画展示室  
講師：土屋裕子（保存修復室主任研究員）
草書五言律詩軸の修理を具体的な工程と修理によって新たに発見された
ことについてお話します。

“保存と修理の現場へ行こう”
特集陳列「東京国立博物館コレクションの保存と修理」（7ページ参

照）の関連企画です。文化財の保存と修理についての解説および
修理室の見学ツアーを行います。刀剣や書画などの修理、目に見
えない内部構造を知るためのX線調査の現場をご案内します。

日時：❶3月18日（木）13：30～15：40
　　 ❷3月19日（金）13：30～15：40
　　 ※❶❷とも内容は同じ

定員：各回40名（応募多数の場合は抽選）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号・参加希望日を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記の
上、下記までお申込ください。
※1枚のはがきで、1回分2名までお申し込みいただけます。
※2名の場合はそれぞれの氏名をお書きください。

申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公園13-9  東京国立博物館教
育講座室「見学ツアー」係
締切：2月26日（金）必着

知る楽しみ、学ぶ喜び
講座・講演会・解説1  

  P

ART

また、本館インフォメーションでは、生涯学習ボランティアが製作し
た当館の案内パンフレットの点訳版も配布しております。
まだまだ始まったばかりですが、「全てのお客様へのサービス」を心
に抱きながら行っているボランティアの今後の諸活動にご期待いた
だければと思います。

講演会

「法隆寺献納宝物の金工品について
  ―わかったこと、わからないこと」
日時：2月20日（土）13：30～15：00
会場：平成館大講堂
定員：380名（先着順）  聴講無料（ただし当日の入館料は必要）
講師：加島勝（当館博物館教育課長）

「茶の湯釜について」
お茶の世界には欠かせない釜、その侘びさびの美についてお話いた
します。
日時：3月27日（土）13：30～15：00
会場：平成館大講堂
定員：380名（先着順）  聴講無料（ただし当日の入館料は必要）
講師：原田一敏（当館上席研究員）

配布中の点訳版
案内パンフレット
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大人向けワークショップ

 東京芸術大学学生ボランティアによる
ギャラリートーク

 東京芸術大学学生ボランティアによる
制作工程模型展示

「春のもようのお皿作り」
梅や桜の季節にちなんだ作品が多く展示されている3月の博物館で、春
の訪れを感じてみませんか？  満開の花だけでなく、開こうとする蕾、花
びらの舞い散る風情にも魅せられた日本人は、古くから絵画、染織、やき
ものなど多くの作品に春の花のさまざまな姿をあらわしてきました。展示
作品をじっくりと見て、作品や伝統的な模様をヒントに、あなたのみつけ
た春をお皿にデザインしてみましょう。

日時：❶3月12日（金）17：30～20：00

　　 ❷3月14日（日）13：00～15：30

会場：平成館小講堂
対象：一般（高校生以上）
定員：各回20名（応募者多数の場合は抽選。1回の申し込みで2名までお申し込みいただけます）

東京芸術大学大学院美術研究科修士課程芸術学専攻の学生による作品
解説です。

「『洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（舟木本）』―かがやくみやこ―」
2月7日（日）、13日（土）、14日（日）、20日（土）、21日（日）15：30～15：50  
本館7室（本館1階エントランス集合）
解説：浦澤倫太郎

国宝  孔
く

雀
じゃく

明
みょう

王
おう

像ができるまで
期間：1月13日（水）～4月18日（日）
展示：本館20室  みどりのライオン

東京芸術大学大学院美術
研究科博士課程文化財保
存学専攻の学生による、制
作工程模型を展示します。
古来仏画を描く際にはさま
ざまな装飾技法が使われて
いました。この展示では、細
かく切った金

きん

箔
ぱく

などを画面
に貼り、文様をあらわす「截

きり

金
かね

」という技法に着目します。
当館で所蔵する国宝「孔雀

明王像」を題材にして、仏画の制作工程を5段階に分けた模型を展示い
たします。截金の技法を使った作品がどのような工程を経て作られたの
か展示室でご覧いただければと思います。また制作に使用した材料や道
具類もあわせて展示しますので、この機会に平安仏画制作のしくみをご
理解いただければ幸いです。2月には制作者によるギャラリートークも予
定されていますのでお楽しみに。

■ ギャラリートーク「截
きり

金
かね
―0.15ミリの超絶技巧」

2月3日（水）、12日（金）、28日（日）、3月2日（火）、11日（木）、21日（日）
15：00～15：30  本館20室（本館1階エントランス集合）

解説：京
み や こ

都絵美（東京芸術大学  文化財保存学専攻  保存修復日本画）

五感を使った美術体験
ワークショップ2  

  P

ART

あなたの鑑賞をサポート
ボランティアによる事業3  

  P

ART

※当落に関らず連絡いたします。実施日の3日前までに受講可否の連絡がない場合は、
　通信トラブルの可能性もありますので、教育普及室に電話（03-3822-1111〈代〉）でお問い合わせください。

当館では、生涯学習ボランティアによるさまざまな活動を行っており、ガ
イドツアーもそのひとつです。本館と表慶館の建築をご案内する「たても
の散歩」ツアーでは、9月から月1回（主に第3土曜日）、手話通訳付きガイ
ドの試行が始まりました。ツアーには手話通訳が2名入り、交替でたても
のの説明を通訳していきます。人名や建築用語は大きな文字パネルを用
意して、わかりやすく解説します。9月の開始から、手話通訳のある回には
欠かさずご参加くださるリピーターのお客様もいらっしゃるそうです。

バリアフリー活動の試み

参加費：無料（ただし当日の入館料が必要です。高校生以下と満18歳未満および満70歳以上の
方は入館無料）

申込方法：往復はがき・FAX・電子メールのいずれかで ①参加者全員の氏名（ふ
りがな） ②郵便番号・住所 ③電話番号（FAX番号） ④参加希望日 を記入の上、
下記申込先へお送りください。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公園13-9  東京国立博物館  教育普及
室「春のお皿」係
FAX：03-3822-3010

電子メール：edu@tnm.jp（件名に「〇月〇日〈希望日〉 春のお皿」とご記入ください）

締切：❶❷ともに2月28日（日）必着

※上絵付け専用のサインペンによ
る絵付け体験です。どなたでも、
簡単に絵付けをお楽しみいただ
けます。
※絵付けをした作品は後日、焼成
後のお渡しとなります。（ご来館
のうえでのお渡し、もしくは着払
いでの発送のどちらかをワーク
ショップ当日お選びいただきます）

◉孔雀明王像（部分）  平安時代・12世紀
手話通訳がたてもの
の魅力をご案内
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INFORMATION

◆東京国立博物館賛助会員
　募集のご案内
　東京国立博物館では賛助会員制度
を設け、当館の活動を幅広くご支援
いただいております。賛助会員よりい
ただいた会費は、文化財の購入・修理、
調査研究・平常展・施設整備等の充実
にあてております。どうか賛助会の趣
旨にご理解ご賛同いただき、ご入会
くださいますようお願い申し上げます。

　入会日より1年（入会月の翌年同月
末日まで）有効。賛助会員には、特別会
員と維持会員との2種類があります。

年会費
 特別会員 100万円以上
 維持会員 法人　20万円
   個人　5万円
主な特典
 ●特別展の内覧会にご招待
 ●東京国立博物館ニュースの送付
＊賛助会員のお申し込みは随時受け付
けています。
＊お問い合わせ
 東京国立博物館総務部  賛助会担当 
  TEL 03-3822-1111（代）

イベント開催のお知らせ
◆瀬﨑明日香  ヴァイオリンコンサート
♯強さと可憐さを併せ持つ実力派ヴァイオリニスト♯
 日時：4月4日（日）  開場14：30  開演15：00
会場：平成館ラウンジ
 出演：瀬﨑明日香（ヴァイオリン）、マルコ・グリサンティ（ピアノ）
 曲目：パガニーニ：カンタービレOp.17／
  クライスラー：中国の太鼓／クライスラー：真夜中の鐘／
  ベートーヴェン：スプリングソナタ  ほか
料金：一般  4,500円（全席自由）
 友の会・キャンパスメンバーズ割引  3,500円
 ※当日は、コンサートチケットで、平常展をご観覧いただけます。
主催：東京国立博物館、サロン･ド･ソネット

チケットのお求め方法
● 当館正門観覧券売場でのチケット販売
開館日の9：30～閉館30分前まで

● 電話予約販売
申  込  先：東京国立博物館総務課イベント担当  TEL 03-3821-9270
受付時間：月曜日～金曜日の9：30～17：00（祝休日は除く）
引　　換：公演当日、9：30～当館正門観覧券売場にて現金引換にてお渡しします。
お問い合わせ：東京国立博物館  総務課イベント担当  TEL03-3821-9270
　　　　　　 月曜日～金曜日の9：30～17：00（祝休日は除く）
※各イベント詳細は、当館ホームページでご確認ください。
※お車でのご来館はご遠慮ください。

◆東京・春・音楽祭  ─東京のオペラの森 2010─
今年で6回目。東京の春の訪れを音楽とともに祝う音楽祭。
東京国立博物館で春の喜びを！！
①ミュージアム・コンサート  東博でバッハ vol.4  児玉 桃（ピアノ）
 日時：3月28日（日）  開場13：15  開演14：00
会場：平成館ラウンジ
 出演：児玉 桃（ピアノ）
 曲目：J.S.バッハ：イタリア風協奏曲 ヘ長調BWV971／
 パルティータ第2番 ハ短調BWV826／
 平均律クラヴィーア曲集第１巻より  ほか
料金：3,000円（全席自由）
※当日は、コンサートチケットで、平常展をご観覧いただけます。

②ミュージアム・コンサート  東博でバッハ vol.5  佐藤俊介（ヴァイオリン）
　～ J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ＆パルティータ全曲演奏会  第一夜
 日時：4月1日（木）  開場18：30  開演19：00
会場：法隆寺宝物館エントランスホール
 出演：佐藤俊介（ヴァイオリン）

 曲目：J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ第1番 ト短調BWV1001  ほか
料金：3,000円（全席自由）

③ミュージアム・コンサート  東博でバッハ vol.6  佐藤俊介（ヴァイオリン）
　～ J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ＆パルティータ全曲演奏会  第二夜
 日時：4月6日（火）  開場18：30  開演19：00
会場：法隆寺宝物館エントランスホール
 出演：佐藤俊介（ヴァイオリン）
 曲目：J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ第2番 二短調BWV1004  ほか
料金：3,000円（全席自由）
④ミュージアム・コンサート ヴィーヴ! サクソフォーン・クヮルテット～サクソフォーンの響き
 日時：3月14日（日）  開演11：00、4月2日（金）  開演11：00
会場：本館エントランスホール
 出演：ヴィーヴ! サクソフォーン・クヮルテット（サクソフォーン四重奏）
料金：無料（ただし当日の入館料は必要）
主催：東京・春・音楽祭実行委員会
共催：東京国立博物館
お問合せ：東京・春・音楽祭実行委員会  TEL 03-3296-0600
URL：http://www.tokyo-harusai.com/
※「東京・春・音楽祭  ─東京のオペラの森 2010─」のチケットは、東京文化会館チケットサービ
スほか、各種プレイガイドにて販売。

◆表慶館（アジアギャラリー）閉室のお知らせ
2月1日（月）～2月5日（金）は、表慶館は展示ケースメンテナンスのため全室閉室
します。

◆春の庭園開放
3月13日（土）～4月18日（日）は恒例となりました、春の庭園開放を行います。
3月末から4月上旬にかけてはさまざまな種類の桜が咲き競います（本誌4ペー
ジ「博物館でお花見を」をご参照ください）。庭園には、レストラン ラ・コール脇
からお入りください。入園は無料（ただし入館料は必要）、荒天により中止とな
ることもありますのでご注意ください。

東京国立博物館賛助会員　2009年12月20日現在

（ほか45名1社、順不同）

読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様
ブルガリ ジャパン株式会社 様
東芝国際交流財団 様
日本写真印刷株式会社 様

維持会員 団体
東京電力株式会社 様
朝日新聞社 様
株式会社東京放送 様
株式会社三冷社 様
株式会社東京美術 様
株式会社鶴屋吉信 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様

特別会員
日本電設工業株式会社 様
株式会社コア 様
株式会社精養軒 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社毎日新聞社 様
株式会社大林組東京本社 様
株式会社ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社ミロク情報サービス 様

松本建設株式会社 様
株式会社 スタイルカフェ・ドット・ネット 様
株式会社 古美術藪本 様
日本ハーデス株式会社 様
謙慎書道会 様
社団法人 全国学校栄養士協議会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様

株式会社 東京書芸館 様
シチズンホールディングス株式会社 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
公和図書 株式会社 様
（株）小西美術工藝社 様

観世 あすか 様
星埜 由尚 様
久保 順子 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
帖佐 誠 様
飯岡 雄一 様
峯村 協成 様
牧 美也子 様
髙瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
鷲塚 泰光 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
田村 久雄 様

髙橋 徹 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
髙橋 良守 様
岡田 博子 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様
神通 豊 様
永久 幸範 様
五十嵐 良和 様
石川 公子 様
池田 慶子 様
青山 千代 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
辻 泰二 様
高木 聖鶴 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様

維持会員
木村 則子 様
早乙女 節子 様
宇津野 和俊 様
伊藤 信彦 様
井上 萬里子 様
薮内 匡人 様
服部 禮次郎 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
中川俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様

野澤 智子 様
有賀 浩治 様
吉田 幸弘 様
野﨑 弘 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
池谷 徳雄 様
脇 素一郎 様
髙谷 光宏 様
青山 道夫 様
杉原 健 様
木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
堤 勝代 様
山下 由紀子 様
平井 千惠子 様
秦 芳彦 様
髙橋靜雄 様
小西 晫也 様
澁谷 洋志 様
山下 照夫 様

仙石 哲朗 様
中井 伸行 様
髙見 康雄 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
明珍 素也 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
狩野 祐光 様
大森 雅子 様
鈴木 宗鶴 様
折越 卓哉 様
渡辺 恭昌 様
平野 京子 様
安田 和正 様
細川 要子 様
鈴木 幸一 様
武藤 剛志 様
秋元 文子 様

土師 詔三 様
上塚 建次 様
櫛田 良豊 様
鏡  賢志 様
村木 久晃 様
高久 真佐子 様
小川 春夫 様
平山 利恵 様
陶山 哲夫 様
井出 雪絵 様
佐藤 禎一 様
岡本 博司 様
岡本 恭子 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
桐畑 政義 様
相良 多恵子 様
熊谷 勝昌 様
眞中 富士男 様

◆「細川家の至宝─珠玉の永青文庫コレクション─」招待券プレゼント
本誌6ページで紹介した「細川家の至宝─珠玉の永青文庫コレクション─」展
（4月20日〈火〉～6月6日〈日〉）の招待券を抽選で10組20
名様にプレゼントします。締切は3月18日（木）必着。
※プレゼントの応募方法
はがきに住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、職業、なら
びにこの号でいちばん面白かった企画をご記入のうえ、
下記までお送りください。発表は発送をもって替えさせ
ていただきます。
〒110-8712  台東区上野公園13-9 東京国立博物館
広報室「ニュース2･3月号」プレゼント係
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TOPICS

◆国立博物館の展示案内

〈京都国立博物館〉
特別展覧会「THE  ハプスブルク」  1月6日（水）～3月14日（日）

〈奈良国立博物館〉
特別陳列「お水取り」  2月6日（土）～3月14日（日）

〈九州国立博物館〉
京都妙心寺  禅の至宝と九州・琉球  1月1日（金・祝）～2月28日（日）

東京国立博物館友の会＆パスポート
  友の会　年会費  1万円  発行日から1年間有効
特典　東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平常展は何度でも
ご覧いただけます。特別展に関しては、観覧券を12枚配布。その
ほか、本誌の定期郵送などさまざまな特典があります

  パスポート　一般 4,000円  学生 2,500円
発行日から1年間有効
特典　東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平常展は何度で
も、お好きな6つの特別展を1回ずつ計6回までご覧いただけます
＊ 建物の改修等のため、京都国立博物館平常展示館、東京国立博物館
東洋館など一部展示館を閉館しています。

◆ お申し込みは当館窓口、郵便振替または当館ホームページで
〈郵便振替でのお申し込み〉
＊ 振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・職業・年齢・
性別・メールアドレスを楷書でご記入ください
＊ 振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポートが届くまで保
管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります
＊ ご入金確認日より会員証、パスポートがお手元に届くまで2週間程かか
ります

友の会
　加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
　口座番号00160-6-406616

パスポート
　加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート
　口座番号00140-1-668060
 ＊ 振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は、生徒手帳か
学生証のコピーを郵送またはFAXでお送りください

◆お問い合わせ
TEL 03-3822-1111（代）  友の会・パスポート担当
FAX 03-3821-9680

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期購読をご希望の方は、年間（6冊分）1,000円の送料・
事務費のご負担でご自宅にお届けします
◆お申し込みは郵便振替で
 加入者名（振替先）東京国立博物館ニュース　
 口座番号 00100-2-388101
 ＊ 振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を楷書でご
記入ください

 ＊ 振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保管しておいて
ください

　 ＊振替手数料はお客様のご負担となります
　 ＊次号より送付ご希望の場合、締切は2010年3月10日です

東京国立博物館メールマガジンのご案内
特別展・各種催し・展示替・ウェブ更新などの情報をいち早くお届
けします ＊ご登録はhttp://www.tnm.jp/から

東京国立博物館利用案内
開館時間  9：30～17：00、2010年2月26日（金）～3月19日（金）の

特別展開催期間中の金曜日は20：00まで、2010年
2月27日（土）～3月22日（月・休）の特別展開催期間中
の土・日・祝・休日は18：00まで（入館は閉館の30分前
まで）。

休 館 日  毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）

平常展観覧料金
  一般600（500）円、大学生400（300）円
 ＊（　）内は20名以上の団体料金
 ＊ 障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害者手帳などを
ご提示ください

 ＊ 満70歳以上、高校生以下および18歳未満の方の平常展観覧は無
料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、健康保険証、運
転免許証など）をご提示ください

 

＊お申し込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該の目的にのみ
使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、適正
な管理・利用と保障に万全を尽くします

表紙：色絵桜樹図透鉢  仁阿弥道八作  江戸時代・19世紀／飛鳥山花見（部分）  勝川春潮筆  江戸時代・18世紀  （本誌4・5ページ参照）
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①「〈
信
春
〉印
の
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」

松
嶋
雅
人（
当
館
特
別
展
室
長
）

②「
法
隆
寺
金
堂
四
天
王
立
像
・
補
遺
」岩
田

茂
樹（
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
長
補
佐
）

③「
欧
米
に
お
け
る
国
際
展
覧
会
実
施
運
営

の
諸
問
題
│
第
五
回
国
際
展
覧
会
オ
ー
ガ
ナ

イ
ザ
ー
会
議
報
告
」鬼
頭
智
美（
当
館
国
際

交
流
室
長
）

　

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
に
よ
る
映
像
と
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
の
解
説
で
、
重
要
文
化
財「
洛
中
洛
外

図
屛
風（
舟
木
本
）」に
描
か
れ
た
17
世
紀
初
頭

の
京
の
都
の
ざ
わ
め
き
と
人
々
の
営
み
を
実
感

で
き
る
、上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

※
当
日
予
約
制  

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
受
付

「
洛
中
洛
外
図
屛
風（
舟
木
本
）」

  

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
展
示

　

見
た
い
と
こ
ろ
、
知
り
た
い
と
こ
ろ
を
ズ
ー

◆
ミ
ラ
ノ
・
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
レ
ア
ー
レ

　
「
日
本
・
そ
の
力
と
輝
き
1
5
6
8
┃

1
8
6
8
」

　

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
に
て
、「
日
本
・
そ
の
力

と
輝
き　

1
5
6
8
┃

1
8
6
8
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ラ
ノ
は
、金
融
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、音
楽
の

中
心
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
日
本
・

そ
の
力
と
輝
き　

1
5
6
8
┃

1
8
6
8
」展

は
、
ミ
ラ
ノ
の
中
心
に
あ
る
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
隣

に
位
置
す
る
宮
殿
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
日

本
美
術
の
展
覧
会
で
、「
ミ
ラ
ノ
に
お
け
る
日

本
年
」の
最
大
行
事
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
冑
・
刀
剣
、絵
画
、文
学
・
書
・
茶
の
美
術
、

工
芸
品
な
ど
、国
宝
一
件
、重
要
文
化
財
十
四

件
を
含
む
作
品
二
百
十
四
点
に
よ
っ
て
、雅
び

な
文
化
、武
家
文
化
、町
人
文
化
と
多
彩
な
美

を
展
開
し
た
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の

日
本
文
化
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。会
場
は

約
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。日
本
の
建
築
空
間
を

彷
彿
と
さ
せ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
と
な
り
ま
し
た
。 

（
島
谷
弘
幸
）

◆
T
N
M
＆
T
O
P
P
A
N
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

シ
ア
タ
ー
上
映
作
品
の
お
知
ら
せ

V
R
作
品「
洛
中
洛
外
図
屛
風 

舟
木
本
」公
開

3
月
28
日（
日
）ま
で
の
金
・
土
・
日
・
祝
・
振

替
休
日　

10
時
、
11
時
、
12
時
、
14
時
、
15
時
、

16
時
上
演  

各
回
30
名

「洛中洛外図屛風（舟木本）」タッチパネル

パラッツォ・レアーレの
展覧会場入り口

ム
ア
ッ
プ
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
い
に
し
え
の
京
の

人
々
の
表
情
ま
で
楽
し
め
ま
す
。（
3
月
28
日

〈
日
〉ま
で
、本
館
2
階
大
階
段
上
に
て
公
開
）

Japan. Power and Splendour 1568-
1868、2009年12月7日（月）～2010
年3月8日（月）、会場：ミラノ・パラッ
ツォ・レアーレ、主催：イタリア・ミラノ
市、モッタ社（24 ore motta culture）、
特別協力：東京国立博物館、大阪市立
美術館
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u＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所：本館1階エントランス
v＝ボランティアによる浮世絵展示ガイド、集合場所：本館1階エントランス
w＝ボランティアによる陶磁エリアガイド、集合場所：本館1階エントランス
x＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所：本館1階エントランス
y＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所：本館1階エントランス
r＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所：平成館考古展示室入口
z＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所：法隆寺宝物館1階エントランス
m＝ボランティアによる英語ガイド（本館ハイライト）、集合場所：本館1階エントランス
{＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所：本館1階エントランス
k＝ ボランティアによる茶会、集合場所：本館1階エントランス（参加費500円、先着30名、開始

1時間前に集合場所で整理券配布）
l＝ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所：本館1階エントランス（先着20名、開始30 
　　分前に集合場所で整理券配布）
o＝ボランティアによるこどもたちのアートスタジオ（勾玉作りコース、事前予約制、申込は締め切
　　りました）
n＝ 芸大ボランティアによるギャラリートーク、詳細は本誌13ページをご覧ください
＝黒田記念館開館日、木曜・土曜13:00～16:00
p＝ボランティアによるガイドツアー「東博桜めぐり」、集合場所：本館1階エントランス、詳細は本
　　誌5ページをご覧ください
p＝ボランティアによる茶会「花見で一服」（呈茶式）、集合場所：庭園内応挙館（参加費500
　　円、先着300名、12:00～15:00）、詳細は本誌5ページをご覧ください

＝ ミュージアムシアター「洛中洛外図屛風  舟木本」上映  10:00  11:00  12:00  14:00  15:00  
16:00  各回30名、集合場所：本館1階エントランス  詳細は本誌15ページをご覧ください

＊1： 特別展「国宝 土偶展」関連事業、記念講演会および2/13のワークショップの申込は締め切りました。詳細は
前号5ページまたは当館ホームページをご覧ください

＊2：詳細は本誌12ページをご覧ください 
＊3：2/20、3/20は手話通訳付きです。詳細は本誌13ページをご覧ください
＊4： 特別展「長谷川等伯」関連事業、事前申込制、詳細は本誌2ページ、前号6ページまたは当館ホームページを
ご覧ください

＊5：事前申込制、詳細は本誌13ページをご覧ください 
＊6：詳細は本誌12ページをご覧ください 
＊7：無料イベントです。詳細は本誌14ページをご覧ください 
＊8：事前申込制、詳細は本誌12ページをご覧ください 
＊9：整理券配布はありません。会場となる庭園内茶室応挙館へ直接お越しください
＊10：有料イベントです。詳細は本誌14ページをご覧ください 
＊上記の予定は予告なく変更になることがあります。当日の予定はインフォメーションカウンターでご確認ください。 
＊屋外で実施するツアー・ガイドは雨天の場合中止することがあります。

休館日 休館日

列品解説列品解説「東日本の弥生再葬墓」14:00 平成館考古展示室
{15:00  n「截金」15:00 本館20室 

v14:00v14:00  n「截金」 15:00 本館20室

{15:00

 ギャラリートーク「土偶の終焉とその後」15:30 本館20室＊1
u14:00 

  u14:00

z15:00   夜間開館（20:00まで）  z15:00  

時間延長（18:00まで）    記念記念講講演会演会「長谷川等伯の新たな魅力－動物の感性を描く」
13:30 平成館大講堂＊4  {11:00  y13:30  u14:00  w14:30  z15:00  

  記念記念講講演会演会「縄文土偶の“発生”と“成長”、そして“かたち”の面白さ」
13:30 平成館大講堂＊1  {11:00  y13:30  u14:00  z15:00  

o13:30  v14:00  r14:30  n「洛中洛外図屛風（舟木本）」 15:30 
本館7室  

時間延長（18:00まで）  ワークショップ「屛風体験」11:00, 13:00, 14:30
応挙館＊4  v14:00  r14:30  

休館日 休館日

列品解説列品解説「慈恵大師のこと」14:00 本館11室

y14:30  m14:30 

列品解説列品解説「色々 糸威二枚胴具足」14:00 本館6室 

  u14:00  l14:00  x14:30      u14:00  l14:00  x14:30  n「截金」15:00 本館20室

r14:30  n「截金」15:00 本館20室  夜間開館（20:00まで）  大人向けワークショップ「春のもようのお皿作り」17:30
平成館小講堂＊5  r14:30  

  中学生のためのワークショップ「めざせ！考古学者」16:30 本館特別5室, 20室＊1
u14:00  w14:30  n「洛中洛外図屛風（舟木本）」 15:30 本館7室  

時間延長（18:00まで）  
  y13:30  u14:00  w14:30  

m14:30  n「洛中洛外図屛風（舟木本）」 15:30 本館7室  
時間延長（18:00まで）  ♪ミュージアム・コンサート  ヴィーヴ ! サクソフォーン・クヮルテット～
サクソフォーンの響き11:00 本館エントランスホール＊7  大人向けワークショップ「春のもよう
のお皿作り」13:00  平成館小講堂＊5  m14:30  

休館日 休館日

列品解説列品解説「蒔絵の制作技法」14:00 本館13室   {15:00 列品解説列品解説「文化財の公開と保存について」14:00 平成館企画展示室
{15:00

v14:00 v14:00

  u14:00  x14:30   見学ツアー「保存と修理の現場へ行こう」13:30 平成館小講堂＊8
u14:00  x14:30

z15:00  夜間開館（20:00まで）  見学ツアー「保存と修理の現場へ行こう」13:30
平成館小講堂＊8  z15:00  

時間延長（18:00まで）    {11:00＊3  y13:30  u14:00  z15:00  

時間延長（18:00まで）  k12:30, 14:00  v14:00  r14:30
n「截金」15:00 本館20室  

時間延長（18:00まで）  

休館日

  月例講演会月例講演会「法隆寺献納宝物の金工品について」13:30 平成館大講堂＊2  {11:00
＊3  y13:30  u14:00  z15:00  n「洛中洛外図屛風（舟木本）」 15:30 本館7室  

k12:30, 14:00  v14:00  r14:30  n「洛中洛外図屛風（舟木本）」 15:30
本館7室 

休館日

列品解説列品解説「獅子鎮柄香炉と塔鋺」14:00 法隆寺宝物館第5室

y14:30 y14:30

  u14:00  x14:30   p11:00, 14:30  u14:00  x14:30

夜間開館（20:00まで）  r14:30  r14:30  

時間延長（18:00まで）    記念講演会記念講演会「やまと絵師・長谷川等伯－信春時代の仏画
から智積院障壁画へ」「信春から等伯へ－新発見の金碧花鳥図屛風を中心に」13:30
平成館大講堂＊4  u14:00  w14:30  

月例講演会月例講演会「茶の湯釜について」13:30 平成館大講堂＊6  
  p11:00, 14:30  p12:00＊9  y13:30  u14:00  

時間延長（18:00まで）ワークショップ「水墨画に挑戦！」10:30, 14:00 平成館
小講堂＊4  x11:00  l14:00  v14:00  n「截金」15:00本館20室  

♪ミュージアム・コンサート  東博でバッハ vol.4 児玉桃（ピアノ）14:00
平成館ラウンジ＊10  x11:00  v14:00  l14:00  

 休館日

列品解説列品解説「草書五言律詩軸の修理」14:00 平成館企画展示室
p11:00, 14:30  {15:00

v14:00

y14:30  m14:30 

春の庭園開放

博物館でお花見を

「長谷川等伯」

「長谷川等伯」

「国宝 土偶展」

4/11まで4/18まで

東京国立博物館2010年2月・3月の展示・催し物2010年

 2月
2010年

 3月


